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監修・松浦武四郎記念館

松
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郎
ろう

（1818 ～ 1888）
三重県松阪市出身。幕末から明治にかけ
ての探検家、著述家、蒐集家。蝦夷地（今
の北海道）を 6度にわたり探査し、ア
イヌの人々と交流を深め、蝦夷地の詳細
な記録や地図を作成した。維新後、蝦夷
地に代わる新たな名称として〈北海道〉
のもととなる〈北加伊道〉を含む 6案
を政府に提案したことから〈北海道の名
付け親〉と称される。

●毎月第二週は、
　松浦武四郎と北海道に
　ついてご紹介します
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●松浦武四郎を主人公とした小説『がいなもん 松浦武四郎一代』（河治和香著）が、小学館より好評発売中！

▲「級
しな

製
せい
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た

袋
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」シナノキの内皮で作った繊維で編んだ靴下。アイヌの女性が武四郎の
ために特別に足袋の形に編んでくれたもの（松浦武四郎記念館蔵）


